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第 96 回 茨城県支部役員会 議事録 

 

開催日時：令和 2 年(2020 年) 2 月 22 日 (土) 14:00～16：00 

開催場所：ワークプラザ勝田 2 階 中会議室 

 

１．幹事出席状況確認（□出席、■委任状提出、▲欠席） 

□高橋 正衛支部長、■飯泉 紀子、□石田 正浩、□伊藤 裕、■今本 信雄、□海老根 昭司、 

□大脇 隆志、□小林 守、□佐藤 剛、■佐藤 美律子、■鈴木 但義、□鈴木 博之、 

□早乙女 弘、□寺本 和義、□堂本 隆、□本田 永信、■松井 透 

 有効出席者数 1７名(内、委任状提出 5 名) 

《オブザーバ》  

手島 久（事務局）、宇梶 次男 

                     

２．議事概要  

（審議事項） 

(1) 第 95 回役員会議事録の審議 （資料 96－1、小林幹事） 

 審議の結果、一部修正することで承認された。 

(2) 第 15 号会報内容の審議 （資料 96－2、石田広報委員長） 

 審議の結果、一部修正し、後日オンラインで確認することで承認された。 

(3) 議事録作成要領の規則改定審議 （資料 96－3、海老根事務局次長） 

 支部ホームページ掲載は PDF 形式とし、Word 形式は望ましくない等の意見が出され、継続審

議することとなった。 

(4) 理科教育支援の備品等の管理 （資料 96－8、鈴木（博）理科教育小委員会委員長） 

 パソコン導入について、県支部情報管理者と連携し、定期的な実物確認や情報セキュリティ対

策を実施することで承認された。 

 物品管理については管理対象、および支部規則との関連を明確化する必要がある。 

(5) 2020 年度年次大会についての依頼等 （資料 96－4、小林研修委員長） 

 講演テーマを「ものづくりの未来」（仮）とし、講演者（候補者）を選定することとした。 

 茨城県産業技術イノベーションセンター、産総研を中心に候補者を打診する。 

 

（報告事項） 

(1) 新型コロナウィルス対応について （資料 96－7、高橋支部長） 

 日本技術士会統括本部事務局からの通達について、会員各位の協力を要請した。 

 本方針を受け、3 月 7 日に開催予定の「Wi-SE の会」を中止することにした。支部ホームページ

等で別途中止連絡する。 

(2) 第 24 回震災対策技術展参加報告 （資料 96－6、高橋支部長） 

 茨城県支部としての対応について、手島氏にとりまとめを依頼した。 
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(3) 「技術士を目指そう、修習ガイダンス 2020」参加報告書（資料 96－5、小林研修委員長）  

 2 月 8 日の上記ガイダンスに小林研修委員長と高橋信雄会員が出席した。茨城県から第一次試

験合格者 3 名の参加があった。 

(4) いばらき IoT コ・ラボ勉強会(2/15)実施報告 （資料 96－9、大脇 IoT 推進プロジェクト PL） 

 「第 5 世代通信技術５G の可能性と課題、製造業における応用について」について大高優氏より

講演頂いた。 

 

3．その他 

(1) 次回役員会 

 日時：3 月 28 日 (土) 14:00 ～ 

 場所：ワークプラザ勝田 中会議室 

   

※配付資料  

（資料 96－1）第 95 回茨城県支部役員会議事録（案） 

（資料 96－2）茨城県支部会報 第 15 号(案) 

（資料 96－3－1）茨城県支部役員会の議事録作成要領（改定案） 

（資料 96－3－2）茨城県支部役員会の議事録作成の例 

（資料 96－4）2020 年度年次大会・講演会・交流会開催のご案内 

（資料 96－5）「技術士を目指そう、修習ガイダンス 2020」参加報告書 

（資料 96－6）第 24 回震災対策技術展参加報告 

（資料 96－7）本会としての新型コロナウイルス感染症対策対応方針について 

（資料 96－8）理科教育支援活動の備品などの管理について 

（資料 96－9）いばらき IoT コ・ラボ勉強会実施報告 

   以上 

（鈴木 博之）記 

 

 

議事録署名人（署名捺印） 

支 部 長 高橋 正衛               印 

 

議事録署名人  寺本 和義              印 

 

議事録署名人  早乙女 弘              印 

 


